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市議会ウェブサイトやフェイスブックページで、
議会の活動や各種情報をご覧いただけます登別市議会 で または検索
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副議長就任ごあいさつ副議長就任ごあいさつ 議長就任ごあいさつ議長就任ごあいさつ

副議長

　
議　長

辻 　弘之
つじ

 
ひろ し

　昨年、本市は市制施行50周
年を迎えましたが、新型コロ
ナウイルス感染症の影響によ
り、あらゆる記念行事が中止
に追い込まれました。
　市内経済も観光をはじめ、
飲食店などが大きな打撃を受
け、変異株などの出現により
感染者が増加し、未だ収束が
見えない状況にあります。
　このような中、あらゆる感
染拡大防止対策や経済対策が
進められ、教育環境や生活ス
タイル、仕事の在り方などは
大きく変化しています。

　１日も早く不安な状況からの打開と、経済の立て直
しが達せられるよう、二元代表制の一翼を担う議会と
して責務を果たし、市民の期待と信頼に応えるよう研
さんしてまいります。
　副議長として議長を支え、より活発な議会運営に尽
力致しますので、皆さまのご理解とご協力をお願い申
し上げ、副議長のあいさつと致します。

　私は、「多様性を包摂した
共生社会づくり」を目指して
活動してまいりました。議会
運営においても、議員個々が
多様性をもって真剣に議論
し、住民福祉の向上という共
通目的においては、互いを尊
重した包摂的な組織となるよ
う、議長職に誠心誠意、臨ま
せていただきます。私が最優
先すべき方針は、約15年続い
てきた議会改革から一旦立ち
止まり、整理と改善を行うこ
とにあります。その上で、次
世代の議会の在り方を皆さま

と議論し、次世代につなげていく起点の構築に向けて、
必要な改革には不断に取り組ませていただきます。
　これまでの「開かれた議会」からさらに先へ。より成
果を重視するとともに次世代につなげる「信頼される議
会」の実現に向けて、市民の皆さまにおかれましては、
より一層のご意見、ご要望をお寄せくださいますよう、
お願い申し上げます。

千
ち

田
だ

文
ふみ

孝
たか

　令和３年５月７日に開催した第２回登別市議会臨時会において、工藤前議長と杉尾前副議長の辞職に伴い、議長・
副議長選挙が行われ、同日付けで新たに辻議員が議長に、千田議員が副議長に就任しました。また、各委員会の委員
が新たに選任されましたので、議長・副議長就任のごあいさつと全議員の紹介、各委員会構成をお知らせします。
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第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
、
付
託
さ
れ

た
「
令
和
３
年
度
各
会
計
予
算
」
９
件
に

つ
い
て
は
、
３
月
16
日
か
ら
４
日
間
に
わ

た
り
慎
重
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

●
「
一
般
会
計
予
算
」
に
つ
い
て
は
、
歳

出
を
各
款
ご
と
に
、
歳
入
は
全
般
に
わ
た

り
、
そ
れ
ぞ
れ
質
疑
を
行
い
、
総
括
質
疑

終
了
後
、
反
対
討
論
が
あ
り
、
討
論
終
了

後
、
挙
手
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

●
「
国
民
健
康
保
険
、
学
校
給
食
事
業
、

介
護
保
険
お
よ
び
カ
ル
ル
ス
温
泉
ス
キ
ー

場
事
業
の
各
特
別
会
計
予
算
」
に
つ
い
て

は
、
歳
入
・
歳
出
全
般
に
わ
た
り
質
疑
を

行
い
、
質
疑
終
了
後
、
全
会
一
致
で
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

●
「
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
」

に
つ
い
て
は
、
歳
入
・
歳
出
全
般
に
わ
た

り
質
疑
を
行
い
、
質
疑
終
了
後
、
挙
手
採

決
を
行
い
、
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

●
「
水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、

　

収
支
全
般
に
わ
た
り
質
疑
を
行
い
、
質

疑
終
了
後
、
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。
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委員15名が
令和３年度予算を問う

予 算 審 査
特 集

令和3年3月16日（火）～19日（金）

●
「
下
水
道
事
業
会
計
お
よ
び
簡
易
水
道

事
業
会
計
予
算
」
に
つ
い
て
は
、
特
に
質

疑
な
く
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
審
査
に
当
た
っ
て
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
状
況
を
鑑
み
、
事
業
や
所
管
の
部
・

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
進
め
、
答
弁
の
終
了
し

た
説
明
員
は
、
随
時
退
席
を
認
め
る
な
ど

の
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
神
林
）

て
ん
じ
ん
ば
や
し

令
和
３
年
度

　
　
　
予
算
審
査
の
概
要

　令和３年第１回定例会において、３月16日～19日の４日間、予算・決算委員会（予算審
査）を開催し、令和３年度の予算関連議案の審査を行いました。委員15名から124項目にわ
たる質疑の後、総括質疑を行い、審査は合計で２２時間３８分に及びました。

令和3年度当初予算の内訳

↑詳しい質疑の内容を
録画中継でご覧いただ
くことができます。ス
マートフォン等をお持
ちの方は、上記の二次
元バーコードからぜひ
ご覧ください。

全会計 一般会計

特別会計 公営企業会計

383億3,320万円
217億3,200万円

104億3,620万円 61億6,500万円

（前年度当初比8億860万円増）

（前年度当初比9,300万円減）

（前年度当初比740万円増） （前年度当初比8億9,420万円増）

※財源不足は発生せず 、
　記録が残る平成元年度以降で初の均衡予算。



　
　
令
和
３
年
10
月
２
日
開
催
予
定
の
総
合

防
災
訓
練
の
実
施
場
所
は
。

　
　
幌
別
西
小
学
校
・
西
陵
中
学
校
・
し
ん

た
21
で
行
う
こ
と
と
し
、
幌
別
西
地
区
連
合

町
内
会
に
、
避
難
訓
練
と
避
難
所
開
設
・
運

営
な
ど
、
多
数
の
参
加
協
力
を
お
願
い
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
避
難
訓
練
に
つ
い
て
は
、

長
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
を
想
定
し
、
避
難
勧

告
等
に
よ
る
避
難
を
計
画
し
て
い
る
。
町
内

会
を
主
体
と
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
を
講
じ
た
避
難
所
開
設
・
運
営
を

計
画
し
、
事
前
に
図
上
訓
練
を
行
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
村
井
）

　
令
和
３
年
度
予
算
は
、
財
政
調
整
基
金
等

の
取
り
崩
し
無
し
に
予
算
編
成
さ
れ
、
平
成

元
年
度
以
降
初
の
均
衡
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
要
因
の
多
く
は
国
が
手
厚

い
財
政
措
置
を
講
じ
た
結
果
で
あ
り
、
地
方

交
付
税
や
臨
時
財
政
対
策
債
、
地
方
特
例
交

付
金
な
ど
の
増
額
実
施
に
よ
る
も
の
と
の
見

解
で
し
た
。

　
前
年
度
比
で
２
億
円
以
上
の
財
源
不
足
解

消
に
至
っ
た
も
の
の
、
ご
み
関
連
手
数
料
の

引
き
上
げ
、
３
公
共
施
設
廃
止
に
よ
る
歳
出

減
、
下
水
道
使
用
料
見
直
し
の
ル
ー
ル
化
に

よ
る
下
水
道
事
業
会
計
へ
の
繰
り
出
し
金
の

減
な
ど
、
市
民
に
と
っ
て
は
痛
み
を
伴
う
も

の
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
公
共
事
業
へ
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
国
の

交
付
金
や
有
利
な
起
債
を
活
用
し
、
財
源
や

事
業
費
の
確
保
に
努
め
る
と
の
答
弁
で
し
た
。

　
ほ
か
の
市
内
経
済
対
策
に
つ
い
て
は
、
昨

年
度
実
施
し
た
観
光
・
商
業
・
飲
食
店
な
ど

へ
の
支
援
事
業
や
補
助
金
に
一
定
の
効
果
が

見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
令
和
３
年
度
に
つ
い

て
も
事
業
者
ア
ン
ケ
ー
ト
や
聞
き
取
り
な
ど

を
実
施
す
る
と
と
も
に
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

で
き
る
だ
け
早
い
段
階
で
の
補
正
予
算
措
置

を
行
い
、
そ
の
都
度
対
策
を
ま
と
め
迅
速
に

対
応
を
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
杉
尾
・
若
木
）

　
　
防
災
マ
ッ
プ
を
配
布
し
て
も
、
半
数
の

住
民
し
か
見
て
い
な
い
と
い
う
民
間
の
調
査

結
果
が
あ
る
が
、
市
民
理
解
を
促
す
取
り
組

み
の
考
え
は
。

　
　
活
用
に
つ
い
て
は
、
町
内
会
な
ど
の
防

災
研
修
会
な
ど
を
防
災
マ
ッ
プ
に
掲
載
予
定

で
あ
り
、
災
害
へ
の
備
え
を
、
地
域
の
特
性

に
合
わ
せ
て
見
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
活
用

を
促
す
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　
ウ
ェ
ブ
版
に
つ
い
て
は
、
防
災
マ
ッ
プ
本

体
や
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
広
報
紙
に
二

次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を
掲
載
し
て
普
及
を
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
米
田
）

　
　

平
成
元
年
度
以
降
初
の
均
衡
予
算
と

な
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
実
現

で
き
た
の
か
。
ま
た
、
地
方
交
付
税
や
臨
時

財
政
対
策
債
を
大
幅
増
で
見
て
い
る
が
、
７

月
の
交
付
額
決
定
時
に
減
少
し
た
場
合
の
対

策
は
。

　
　
当
初
予
算
編
成
に
お
い
て
約
９
億
円
の

財
源
不
足
が
生
じ
て
い
た
が
、
国
か
ら
の
地

方
財
政
計
画
に
基
づ
き
地
方
交
付
税
等
で
６

億
円
以
上
増
、
市
税
は
約
１
億
５
千
万
円
と

な
り
、
各
経
費
の
精
査
を
続
け
圧
縮
が
実
現

し
た
。
交
付
額
減
額
の
可
能
性
は
あ
る
が
、

執
行
段
階
で
の
歳
出
抑
制
で
対
応
す
る
。

　
　
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
試
算
で
は
、
10
年
ご

と
に
児
童
・
生
徒
は
２
割
減
少
す
る
。
市
内

小
・
中
学
校
の
適
正
配
置
の
推
進
の
考
え
は
。

　
　
登
別
市
学
校
適
正
配
置
基
本
方
針
や
今

後
の
児
童
・
生
徒
数
の
推
移
な
ど
、
丁
寧
な

説
明
や
情
報
提
供
に
努
め
、
学
校
適
正
配
置

に
関
す
る
認
識
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の
方
々
と

共
有
し
、
子
ど
も
達
に
と
っ
て
望
ま
し
い
教

育
環
境
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
て
き
た
。

　
学
校
の
適
正
配
置
は
、
都
市
計
画
や
公
共

施
設
の
在
り
方
、
財
政
運
営
な
ど
重
要
な
要

素
で
あ
り
、
市
長
部
局
と
も
し
っ
か
り
と
連

携
し
た
上
で
学
校
の
統
廃
合
の
方
向
性
を
令

和
７
年
度
ま
で
に
は
出
す
考
え
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
瓶
・
千
田
）
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質質 答

質答

答

予算・決算委員会（令和３年度予算審査）各委員の質疑

総　括　質　疑

市
民
・
前
進

市
民
・
前
進

市
政
ク
ラ
ブ
21

市
政
ク
ラ
ブ
21

　
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
調

査
に
よ
る
と
、
本
道
は
他
府
県
と
比
べ
て
後

期
高
齢
者
の
所
得
が
低
い
と
い
う
特
徴
が
あ

り
、
従
来
の
９
割
軽
減
対
象
者
が
約
22
万
人
、

従
来
の
８
・
５
割
軽
減
者
が
約
18
万
人
、
ま

た
、
被
保
険
者
の
約
56
％
は
所
得
が
な
く
、

年
金
額
の
減
少
、
消
費
税
10
％
、
軽
減
特
例

廃
止
が
生
活
を
圧
迫
し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　
今
、
国
が
行
お
う
と
し
て
い
る
被
保
険
者

の
所
得
に
応
じ
た
医
療
費
２
割
負
担
へ
の
方

針
・
検
討
の
中
止
を
、
本
市
は
国
に
求
め
る

べ
き
で
あ
る
と
提
言
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
渡
辺
）

市
民
の
命
を
守
る
予
算
化
を

防
災
マ
ッ
プ
配
布
後
の
啓
発
は

　
　
備
品
購
入
費
の
令
和
２
年
度
決
算
121
万

円
が
、
令
和
３
年
度
は
０
円
の
理
由
は
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
に
よ
り
、
100
名
分
の

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
購
入
整
備
を
行
っ
た
。

　
　
以
前
は
、
非
常
用
ト
イ
レ
の
備
蓄
を
整

備
で
き
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
非
常

用
ト
イ
レ
処
理
セ
ッ
ト
と
は
。

　
　
１
回
ご
と
の
使
用
タ
イ
プ
で
凝
固
剤
・

汚
物
処
理
袋
・
保
管
用
外
袋
の
セ
ッ
ト
で
、

毎
年
４
千
セ
ッ
ト
、
令
和
11
年
度
ま
で
に
総

備
蓄
数
４
万
セ
ッ
ト
を
目
標
に
備
蓄
を
行
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
千
田
）

質答質答

質答
総
合
防
災
訓
練
の
内
容
は

非
常
用
ト
イ
レ
の
備
蓄
を
継
続

に  

へ
い

す
ぎ  

お

わ
か  

き

む
ら  

い

わ
た 

な
べ

ち　

 

だ

よ
ね  

た

ち　

 

だ



　
　
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
の
受
診
率
が
低

い
と
思
わ
れ
る
が
、
受
診
率
を
高
め
る
た
め

の
取
り
組
み
は
。

　
　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
継
続
の
ほ
か
に
、

令
和
３
年
度
か
ら
実
施
す
る
通
い
の
場
等
に

お
い
て
も
、
受
診
を
勧
め
る
取
り
組
み
を
行

い
た
い
。

　
　
通
い
の
場
で
は
受
診
勧
奨
の
ほ
か
に
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
う
予
定
な
の
か
。

　
　

※

フ
レ
イ
ル
予
防
の
普
及
啓
発
な
ど
、

健
康
教
育
や
健
康
診
査
の
結
果
等
を
活
用
し

た
健
康
相
談
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
今
野
）

 議会だよりでぃすかす　107号 

　
西
胆
振
の
市
町
が
対
象
の
新
事
業
と
し
て
、

子
育
て
支
援
員
養
成
研
修
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
保
育
の
補
助
者
と
な
れ
る
人
材
の
研
修
に
、

保
育
現
場
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
　
研
修
の
開
催
に
至
っ
た
経
緯
と
日
程
は
。

　
　
西
い
ぶ
り
定
住
自
立
圏
の
推
進
事
業
の

見
直
し
に
よ
り
、
合
同
開
催
の
提
案
が
あ
っ

た
。
す
で
に
民
間
事
業
者
で
は
活
用
さ
れ
て

お
り
、
近
隣
市
の
開
催
は
、
人
材
の
確
保
や

希
望
者
へ
の
支
援
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

　
日
程
は
、
９
月
ご
ろ
の
平
日
を
考
え
て
お

り
、
日
中
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
藤
）

　
　
要
保
護
児
童
の
発
生
数
が
令
和
元
年
度

以
降
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
要
因
は
。

　
　
平
成
30
年
度
ま
で
は
要
保
護
児
童
発
生

を
世
帯
数
で
計
上
し
た
が
、
国
や
北
海
道
で

は
児
童
ご
と
の
集
計
と
し
て
い
る
こ
と
や
、

細
か
い
支
援
の
策
定
の
た
め
、
令
和
元
年
度

か
ら
児
童
ご
と
の
発
生
数
で
計
上
し
て
い
る
。

　
全
国
的
に
児
童
虐
待
件
数
は
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
警
察
や
行
政
へ
の
近

隣
住
民
の
通
報
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
児
童
が

増
え
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
虐
待
を
防

止
す
る
取
り
組
み
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
井
野
）

質答

予算・決算委員会（令和３年度予算審査）各委員の質疑

高
齢
者
の
健
康
診
査
受
診
率
の
向
上
を

児
童
虐
待
を
防
止
す
る
た
め
に

質答 質質 答答
子
育
て
支
援
員
養
成
事
業
の
詳
細
は

　
幌
別
駅
自
由
通
路
は
数
年
前
に
１
億
円
以

上
を
か
け
て
耐
震
化
工
事
を
し
て
お
り
、
今

後
も
そ
の
維
持
費
に
多
く
の
本
市
自
主
財
源

を
要
す
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

Ｊ
Ｒ
北
海
道
と
の
調
整
の
都
合
も
あ
り
、
長

寿
命
化
に
向
け
た
計
画
が
し
づ
ら
く
、
財
政

的
な
管
理
も
難
し
い
施
設
で
す
。
今
後
、
こ

の
自
由
通
路
を
施
設
と
し
て
で
は
な
く
、
市

道
認
定
（
道
路
と
し
て
管
理
）
す
る
こ
と
で
、

国
の
各
種
補
助
金
や
有
利
な
起
債
な
ど
、
自

主
財
源
以
外
の
財
源
も
活
用
で
き
る
管
理
方

法
を
検
討
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
辻
）

　
現
在
、
本
市
で
は
バ
ス
事
業
者
に
対
し
、

市
民
の
生
活
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
７
路
線

に
約
600
万
円
の
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

高
齢
化
の
進
展
や
免
許
返
納
が
今
後
さ
ら
に

増
加
す
れ
ば
、
公
共
交
通
の
重
要
性
は
こ
れ

ま
で
以
上
に
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
市
民
が
要
望
す
る
路
線
の
調
査
、
常
盤
町

東
通
か
ら
柏
木
町
を
経
由
し
、
桜
木
町
の
従

来
路
線
に
ア
ク
セ
ス
す
る
ル
ー
ト
、
高
速
バ

ス
の
ル
ー
ト
見
直
し
を
含
む
、
中
央
通
を
縦

貫
す
る
バ
ス
路
線
の
増
便
に
つ
い
て
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
提
言
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
若
木
）

　
　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
と
呼
ば
れ
る
方
の
割
合
は

３
〜
５
％
、
そ
れ
以
上
と
も
言
わ
れ
る
。
セ

ク
シ
ャ
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
職
員

研
修
を
取
り
入
れ
る
べ
き
と
思
う
が
考
え
は
。

　
　
本
市
の
職
員
は
会
計
年
度
任
用
職
員
を

含
め
800
人
を
超
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
の
方

と
接
す
る
機
会
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
セ
ク

シ
ャ
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
知
識
を

深
め
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
他
市
の
研
修
事
例
の
把
握
や
、
担
当
部
局

か
ら
の
情
報
を
得
る
な
ど
、
導
入
に
向
け
て

検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
足
立
）

セ
ク
シ
ャ
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
理
解
へ

生
活
交
通
路
線
維
持
対
策
の
見
直
し
を

　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
町
内
会
助
成
金
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
。

　
　
資
料
の
配
布
や
来
庁
説
明
の
実
施
。

　
　
児
童
虐
待
防
止
啓
発
事
業
の
内
容
は
。

　
　
既
存
に
加
え
国
が
示
す
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー

ス
や
研
修
受
講
を
行
う
た
め
の
予
算
措
置
。

　
　
高
齢
者
等
緊
急
通
報
機
器
設
置
の
改
善

点
は
。

　
　
緊
急
時
に
契
約
会
社
職
員
が
急
行
す
る

（
基
本
有
償
）
。
ま
た
、
対
象
者
に
日
中
独

居
者
等
の
追
加
や
鍵
の
預
か
り
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
杉
尾
）

質答質質答 答

質答
駅
自
由
通
路
の
永
続
管
理
に
向
け
て

安
全
・
安
心
の
市
民
生
活

い  

と
う

こ
ん  

の

い　
の

す
ぎ  

お

わ
か  

き

つ
じ

あ  

だ
ち

※フレイル予防…早期からの介護予防のこと。



　
こ
の
度
の
議
長
選
出
に
際
し
て
、
辻

議
員
、
米
田
議
員
の
２
名
の
立
候
補
者

が
登
壇
し
、
抱
負
の
表
明
の
後
に
選
挙

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
辻
議
員
の
主
な
表
明
は
、
前
を
向
き

続
け
て
き
た
議
会
改
革
か
ら
一
旦
立
ち

止
ま
り
、
後
ろ
を
振
り
返
り
な
が
ら
現

状
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
議
会
改

善
に
向
け
て
、
各
種
規
則
や
要
綱
、
規

定
、申
し
合
わ
せ
事
項
な
ど
の
総
点
検
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
を
目
的
と
し
た
条
例

の
改
正
な
ど
、
開
か
れ
た
議
会
か
ら
信

頼
さ
れ
る
議
会
に
向
け
た
考
え
が
表
明

さ
れ
ま
し
た
。

　
米
田
議
員
の
主
な
表
明
は
、
こ
れ
ま

で
の
滞
り
の
な
い
ス
ム
ー
ズ
な
議
会
運

営
を
振
り
返
り
、
会
派
の
垣
根
を
越
え

た
女
性
議
員
や
超
党
派
議
員
の
活
発
な

活
動
と
資
質
の
向
上
、
委
員
会
外
委
員

の
発
言
の
場
の
強
化
、
市
民
の
声
を
大

切
に
し
た
議
会
の
役
割
、
公
明
正
大
な

開
か
れ
た
議
会
運
営
に
つ
い
て
、
ワ
ン

チ
ー
ム
と
な
れ
る
よ
う
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
た
い
と
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
投
票
結
果
は
、
辻
議
員
が
16
票
、
米

田
議
員
が
３
票
と
な
り
、
新
議
長
に
辻

議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
藤
・
足
立
）

　
部
活
動
の
質
向
上
を
目
的
と
し
、
専
門
的

知
識
を
持
っ
た
指
導
者
が
指
導
に
当
た
る
部

活
動
指
導
員
が
、
令
和
３
年
度
よ
り
市
内
に

５
名
配
置
さ
れ
ま
す
。

　
　
指
導
員
が
２
名
増
え
た
理
由
は
。

　
　
専
門
的
な
技
術
指
導
を
支
援
し
、
部
活

動
の
充
実
を
図
る
た
め
。

　
　
ど
の
よ
う
に
人
材
を
確
保
す
る
の
か
。

　
　
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
へ
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
民
間
企
業
へ
の
働
き
か
け
に
つ
い
て
も

検
討
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宮
武
）
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問い合わせ

　令和３年第２回定例会は６月１８日(金)から開催される予定です。
　本会議や各委員会は、スマートフォンやパソコンなどからでも
ご覧いただけます。
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、できる限り
ご来場しての傍聴はお控えいただき、スマートフォンやパソコン
から議会中継をご覧いただきますよう、ご協力をお願いします。

議会中継をスマートフォンなどで閲覧しませんか？

gikai@city.noboribetsu.lg.jp
皆さまからのご意見をお聴かせください！

議会事務局（☎8592 20）

み
や
た
け

い  
と
う

あ  

だ
ち

予算・決算委員会（令和３年度予算審査）各委員の質疑
　
　
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
運
営
管
理
経
費

の
事
業
で
は
、
ご
み
減
量
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
の
指
標
で
数
字
が

減
少
し
て
い
な
い
が
、
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

　
　
近
年
、
家
庭
系
ご
み
の
排
出
量
は
単
身

世
帯
の
増
加
に
よ
る
、
市
販
の
弁
当
や
惣
菜

利
用
が
多
く
、
ご
み
増
加
要
因
の
一
つ
で
あ
る
。

　
事
業
系
ご
み
の
排
出
量
は
、
観
光
客
入
込

数
の
増
加
が
目
標
達
成
で
き
な
い
要
因
の
一

つ
と
考
え
る
。
本
年
４
月
か
ら
の
ご
み
関
連

手
数
料
の
値
上
げ
を
機
に
ご
み
減
量
化
の
チ

ラ
シ
配
布
や
事
業
者
へ
協
力
を
求
め
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
瓶
）

　
　
地
域
活
性
化
起
業
人
交
流
事
業
費
の
事

業
内
容
、
効
果
、
能
力
、
予
算
内
訳
は
。

　
　
民
間
企
業
で
培
わ
れ
た
人
脈
、
ノ
ウ
ハ

ウ
な
ど
を
活
か
し
、
本
市
観
光
の
魅
力
向
上

や
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
減
少
し
た
観
光
客
の
回

復
に
つ
な
げ
た
い
。
観
光
行
政
に
携
わ
る
本

市
職
員
の
専
門
的
知
識
の
向
上
も
図
れ
る
。

　
予
算
額
は
１
千
320
万
円
（
２
名
分
）
で
、

特
別
交
付
税
に
よ
り
措
置
。
最
大
３
年
間
ま

で
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
人
材
は
庁
内
他
分
野
で

の
活
用
も
考
え
て
い
く
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
成
田
）

　
　
資
源
回
収
の
紙
類
と
は
。

　
　
紙
類
と
は
、
新
聞
紙
、
雑
誌
、
段
ボ
ー

ル
、
紙
パ
ッ
ク
、
紙
製
容
器
包
装
な
ど
で
あ

る
。

　
　
資
源
回
収
は
多
く
の
町
内
会
で
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
実
施
さ
れ
て
い
な
い
町
内
会

も
あ
る
理
由
は
。

　
　
役
員
の
高
齢
化
や
資
源
回
収
の
収
集
業

者
に
対
し
て
の
調
整
が
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
紙
類
は
減
少
傾
向
に
あ
る
が
対
策
は
。

　
　
回
収
量
に
応
じ
て
奨
励
金
を
受
け
取
れ

る
制
度
に
つ
い
て
周
知
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
々
木
）

資
源
回
収
に
つ
い
て
周
知
・
啓
発
を

地
域
活
性
に
向
け
た
人
材
活
用
は

質答 質答質答

質質質質 答答答 答
ご
み
は
減
少
し
て
い
な
い

中
学
校
部
活
動
の
充
実
へ

10
年
ぶ
り
の

複
数
名
に
よ
る
議
長
選
挙

▲議長選挙に立候補した辻弘之議員（左）と米田登美子議員（右）

に  

へ
い

さ　
さ　
き

な
り  

た
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